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夏
の
長

雨
、
盆
す

ぎ
か
ら
の

残
暑
の
記

憶
も
す
で
に
遠
く
、
朝
夕
は
肌
寒
く
秋

も
深
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

　

９
月
議
会
は
、
一
般
会
計
・
各
特
別

会
計
等
の
決
算
審
査
が
大
き
な
目
的
の

一
つ
で
す
。

　

20
年
度
予
算
が
市
民
の
た
め
に
有
効

に
使
わ
れ
た
か
、
慎
重
に
審
査
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
市
民
の
皆
様
に
大
変

心
配
を
お
か
け
し
て
い
る
水
原
郷
病
院

で
す
が
、
特
別
委
員
会
を
設
置
し
民
営

化
に
つ
い
て
調
査
検
討
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

議
会
の
開
催
も
今
年
は
、
定
例
会
３

回
に
加
え
臨
時
会
７
回
と
既
に
10
回
を

数
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
に
つ
い
て
も
活
発
な
議
会
活
動

を
展
開
し
、
市
民
の
皆
様
に
積
極
的
に

お
伝
え
し
て
ま
い
り
ま
す
。
市
民
の
皆

様
か
ら
の
ご
意
見
も
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

（
編
集
副
委
員
長　

池
田
）

編

記

集後

　

市
民
の
皆
様
に
議
会
の
役
割
な
ど
に

つ
い
て
、
随
時
お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま

す
。

　

今
回
は
「
議
員
の
職
責
」
に
つ
い
て

掲
載
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

議
員
は
、
住
民
か
ら
選
ば
れ
、
そ
の

代
表
者
と
し
て
議
会
の
構
成
員
と
な
る

の
で
あ
る
。

　

議
員
の
一
言
一
句
は
、
と
り
も
な
お

さ
ず
住
民
の
意
見
で
あ
り
、
住
民
か
ら

の
声
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
議

員
が
行
う
質
問
や
質
疑
・
討
論
は
、
同

時
に
住
民
の
疑
問
で
あ
り
意
見
で
あ

り
、
表
決
に
お
い
て
投
ず
る
一
票
は
住

民
の
立
場
に
立
っ
て
の
真
剣
な
一
票
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

ま
た
、
憲
法
で
「
公
務
員
は
、
全
体

の
奉
仕
者
で
あ
っ
て
、
一
部
の
奉
仕
者

で
な
い
」と
定
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、

議
員
は
住
民
全
体
の
代
表
者
で
あ
り
、

奉
仕
者
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
議
員
の
本

質
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。こ
の
こ
と
は
、

議
員
が
住
民
の
直
接
の
選
挙
に
よ
っ
て

選
任
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
当
然
の
こ
と

で
あ
る
。

　

今
日
、
地
域
社
会
は
激
動
す
る
経
済

社
会
情
勢
の
中
で
、
日
々
進
展
し
変
革

し
て
お
り
、
議
会
も
行
政
も
こ
れ
に
的

確
に
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
の
た
め
に
は
議
員
が
た
だ
単
に
、

住
民
の
声
と
心
を
代
表
し
、
代
弁
す
る

だ
け
の
役
割
に
終
始
す
る
だ
け
で
な

く
、
一
歩
踏
み
出
し
て
、
常
に
住
民
の

中
に
飛
び
込
み
、
住
民
と
の
対
話
を
重

ね
、
住
民
の
悩
み
と
声
を
汲
み
取
り
な

が
ら
議
論
を
重
ね
て
調
査
研
究
を
進

め
、
住
民
全
体
の
福
祉
の
向
上
と
地
域

社
会
の
活
力
の
あ
る
発
展
を
目
指
し
て

時
に
は
住
民
に
訴
え
、
時
に
は
住
民
を

導
き
、
そ
の
実
現
に
積
極
的
に
努
力
す

る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
議
会
が
持
つ
２
つ
の
使
命

で
あ
る「
具
体
的
な
政
策
の
最
終
決
定
」

と
「
行
財
政
運
営
の
批
判
と
監
視
」
を
、

完
全
に
達
成
で
き
る
よ
う
議
会
の
一
員

と
し
て
懸
命
に
努
力
す
る
こ
と
が
議
員

の
職
責
で
あ
る
。

月　日 出 席 会 議 ・行 事 等 の 内 容
6月20日㈯ 阿賀野市手をつなぐ育成会総会
6月21日㈰ 詩吟神風流、下越詩吟大会

東京水原会総会・ふるさと交流会
6月24日㈬ 安田職業訓練協会通常総会
6月26日㈮～6月29日㈪　第７回臨時会
6月27日㈯ 食料農業推進協議会総会
6月29日㈪ 議会だより編集特別委員会
7月  5日㈰ 消防協会三市北蒲原地区支会 消防功労者表彰式並びにポンプ操法

競技会
首都圏京ヶ瀬会総会

7月  7日㈫ 議会だより編集特別委員会
7月13日㈪ 社会厚生常任委員会協議会

水害復興記念式典（三条市）
7月15日㈬ 産業建設常任委員会
7月16日㈭ 福島潟周辺整備促進協議会総会
7月18日㈯ 日本海東北自動車道（中条ＩＣ～荒川胎内ＩＣ）開通式
7月21日㈫ 社会厚生常任委員会
7月22日㈬ 第８回臨時会
7月28日㈫ 社会厚生常任委員会
7月28日㈫～
　7月29日㈬

総務文教常任委員会視察研修（富山県富山市）、産業建設常任委
員会視察研修（富山県黒部市）

7月29日㈬ 大分県国東市議会産業建設常任委員会視察研修で来庁
8月  1日㈯ 首都圏安田会役員会との懇談会（ふるさと協議会）
8月  3日㈪ 社会厚生常任委員会
8月  4日㈫ 総務文教常任委員会
8月  5日㈬ 阿賀野市建設促進懇談会（意見交換会）
8月  6日㈭ 剣道夏季講習会開講式
8月15日㈯ 村杉温泉「開湯お湯くみ祭り」
8月18日㈫ 会派説明会（公明党、市政クラブ、会派の所属なし）
8月19日㈬ 会派説明会（日本共産党、新政クラブ、会派の所属なし）
8月20日㈭ 議会運営委員会

阿賀野市建設業協会と阿賀野市議会との意見交換会
8月21日㈮～8月24日㈪　第９回臨時会
8月24日㈪ 第35回水原まつり
8月27日㈭ 新潟県市議会議長会秋季定期総会並びに理事会
8月28日㈮ 議会運営委員会

議会だより編集特別委員会
9月  2日㈬ 五頭自然休養林並びに新潟県民の森保護管理協議会総会
9月  8日㈫～9月25日㈮　第10回定例会
9月10日㈭ 水原郷病院公設民営化調査特別委員会
9月12日㈯ 安田・水原地区合同敬老会
9月14日㈪ 水原郷病院公設民営化調査特別委員会小委員会
9月21日㈪ 阿賀野市少年剣道大会
9月22日㈫ 本間武氏旭日双光章受章記念祝賀会
9月25日㈮ 水原郷病院公設民営化調査特別委員会小委員会

印刷／株式会社天野印刷

再生紙を使用しています

大豆インクを使用しています
Trademark of American Boybeen Association

議会の活動日誌議会の活動日誌 議／員／の／職／責議／員／の／職／責

７月臨時会（平成21年第８回　７月22日）
会　　　　　　派

公
明
党

日本共産党 新政クラブ 市政クラブ 会派の 
所属なし 議
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市
長
提
出
議
案

補
正
予
算

平成 21 年度阿賀野市一般会計補正予算（第
２号）

　歳入歳出３億 2,056 万２千円を追加。
　歳入：国の補正予算による「地域活性化・経済危機対策」
に基づく地域活性化・経済危機対策臨時交付金２億 4,981
万７千円、緊急雇用創出事業臨時特例交付金 4,992 万５千円、
前年度繰越金 1,619 万８千円を増額。
　歳出：「地域活性化・経済危機対策」として旧明倫小学校プー
ルなど解体工事 1,127 万７千円、バス購入費 599 万円、農・
林道の補修・改良工事 1,700 万円、瓢湖施設改修工事 3,041
万５千円、中小建設事業支援事業１億円、小・中学校の教育
振興備品 1,728 万１千円などを増額。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

平成 21 年度阿賀野市国民健康保険特別会計
補正予算（第２号）

　歳入歳出 99 万７千円を追加。緊急雇用創出事業分として
医療費の分析を行う。歳入：一般会計から繰入金 99 万７千
円を増額。
　歳出：パート賃金等 99 万７千円を増額。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

そ
の
他

調停の申立てについて
　中学校の学校諸経費未納解決を図るため、学校諸経費未納
の保護者を相手方として、未納金支払いを求める調停の申立
てを行うもの。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

８月臨時会（平成21年第９回　８月21日〜24日）

市
長
提
出
議
案

補
正
予
算

平成 21 年度阿賀野市一般会計補正予算（第
３号）

　歳入歳出 1,099 万７千円を追加。歳入：国道 49 号阿賀野
バイパス工事に関連する水原野球場駐車場土地売払収入 403
万７千円、物件移転料等 696 万円を増額。歳出：今回の歳入
を財源として、水原野球場駐車場整備工事 897 万８千円、国
庫支出金返還金 201 万９千円を増額。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

平成 21 年度阿賀野市病院事業会計

　平成 21 年度当初予算の不成立により、５カ月間、暫定予算
で病院運営を行ってきたが、９月以降は平均 10％の給与削減、
12 月支給の期末勤勉手当 0.4 カ月の削減を前提とした予算。 
収益的収支の収入合計 33 億 3,464 万５千円、支出合計 37
億 395 万７千円となり、収支差引３億 6,931 万２千円の赤字
となるが、引き続き、経営改善等を取り組む中で、赤字の低
減に向けて努力していく。

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × ○ ○ × 否決
反対理由：病院労働組合の合意がない給与削減を盛り込んだ予算は到底容認できない。
これまで給与削減の合意が出来ない状況を踏まえ、議会が病院労組との話し合いの中で
７月、８月の給与削減を盛り込んだ修正予算を可決し、この間で、労使の信頼関係を回
復し、合意の下の予算提出を目指してきたはずが、最悪の労使関係にしてしまった。給
与削減の何等根拠のない形式的な予算であり審議にすら値しない。
賛成理由：すべてに対応できるという完璧な予算ではないが、病院を存続させることが
第一であり、医師の確保と病院の存続という観点から、議会は今冷静で柔軟な対応が求
められている。あらゆる可能性を限りなく酌みつくして問題の解決に当たっていく、そ
のような立場が今必要である。

○：議案に対して賛成　　　×：議案に対して反対

阿賀野市議会だより編集特別委員委 員 長　山　崎　正　春
副委員長　池　田　　　強
　　　　　福　住　つゆ子

岡　部　直　史
石　川　恒　夫

清　水　友　行
風　間　輝　栄


